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　新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んでごあいさ

つを申し上げます。

　私が市長に就任してから七年半が経過し、二期目の任期も残り半年余

りとなりました。この間、「市民が主役のまちづくり」という考え方のもと、

その基本的なルールとなる「自治基本条例」を定め、市民自治によるまち

づくりを進めてまいりました。まちづくりセンターを拠点に、七百以上も

の新たな地域のまちづくり活動が生まれ、こうした活動の資金を支援す

る「さぽーとほっと基金」に一億円以上の寄付が集まったことなどから

も、市民自治が着実にこのまちに息づいてきたことを実感し、心強く思っ

ております。

　また、厳しい財政状況が続く中、事業の選択と集中、職員数の見直しな

どの行財政改革にも不断に取り組んでまいりました。その結果、人口十万

人当たりの職員数は政令指定都市の中で最少となり、就任当初二兆三千

億円あった市債残高は、約一兆九千億円まで減らすことができました。こ

の成果におごることなく、時代の変化に対応した行政サービスのあり方

について、今後も地道で着実な改革を進めてまいります。

　昨年は、札幌市民がまちの課題を解決する力、「市民力」が、いかに大

きいかを目の当たりにすることができました。その最たるものがごみ減

量の成功です。新ごみルール開始後、焼却ごみの減量が順調に進み、今年

度・来年度とも目標を超える見込みとなったことから、清掃工場を一つ

廃止することができました。実に三百七十億円の更新費、年間約十三億

円の維持管理費が掛からなくて済むことになります。まさに、市民一人一

人の取り組みが結実した「市民力の勝利」であり、あらためて皆さんのご

理解とご協力に感謝申し上げます。

　このほかにも、昨年は市民が直接行政評価に参加し、市の事業につい

て議論を行ったほか、住民がまちづくりセンターを自主運営して、住民自

身の手で住みよい地域を創り出す取り組みが一部で始まっています。こ

うした「市民力」がさらにはぐくまれ、大いに発揮されるまちづくりを、こ

れからも進めてまいります。

　私が市政を運営する上で重視しているのは、「人を大事にすること」で

あります。人が大事にされる暮らしやすいまちとは、異なる立場や価値

観を持つ人に対しても、寛容さを持って互いに認め合う社会ではないか

と考えています。

　そうした寛容の精神をはぐくみ、都市の発展への契機となるのが、異

文化への理解、すなわち諸外国の都市との姉妹都市交流であります。昨

年、お隣韓国の大田（テジョン）広域市との間で、札幌にとって二十年ぶ

り、五番目となる姉妹都市提携を結びました。日韓併合から百年に当た

る年に、不幸な歴史を直視し、これを乗り越え、未来志向の友好関係を築

いていくことに両市が合意したことは、非常に意義深いことです。今後、

文化、経済、観光といった多様な分野において、この交流を実りあるもの

にしていきたいと考えております。

　寛容なまちとは、少数者、社会的弱者が地域の中で自立し、安心して暮

らせるよう、みんなが守り支え合う社会であると考えます。その意味で、

少数者の問題は、多数者のありようの問題であるといえます。こうした問

題意識から、昨年、市役所ロビーに設けたのが、障がいのある方が働く

「元気カフェ」です。すでに八千人以上が利用し、障がいのある方と市民

の皆さんとの間に、温かな交流が生まれています。今後、このカフェを拠

点に、障がいのある方への市民の理解がますます進むことを期待してお

ります。

　札幌は今、少子高齢化が急速に進行しています。この状況に対応する

ため、介護が必要な高齢者へのサービスの充実や、高齢者が生きがいを

持って豊かに暮らせる地域づくりに努めます。また、働きながら子育てし

やすい環境の整備など、安心して子育てできるまちの実現に取り組んで

まいります。

　人口減少、価値観の多様化が進む今後は、都市機能がコンパクトに集

積された効率的な都市構造への転換を図り、都市の魅力を高めていくこ

とが必要です。中でも、「まちの顔」である都心部の活性化は、札幌の将来

を考える上で欠かせないテーマであります。

　その都心に新たな魅力をもたらす札幌駅前通地下歩行空間と、創成

川通の公園の整備が、この春完了します。駅前通では、札幌駅と大通駅が

地下で結ばれ、一年を通じて快適に都心内を回遊できるようになるほ

か、広場空間の設置や沿道ビルとの接続により、新たなにぎわいが生ま

れます。創成川通では、水辺を近くに眺めながらくつろげる親水緑地に

アート作品が設置された公園が完成し、誰でも気軽に憩える安らぎの空

間が誕生することになります。

　また、将来を見据えて札幌のまちづくりへの活用が期待されているの

が路面電車です。路線を延伸し、デザイン性に優れた低床車両がまちを

走ることは、高齢者を含めた誰もが気軽にまちを移動でき、環境に優し

いまちづくりに貢献するほか、沿線の経済活動の活性化にもつながると

考えています。昨年は、このことについて深い市民議論を重ねてまいりま

した。この議論の結果を踏まえながら、延伸の実現に向けて検討を続け

てまいります。

　さらに、このまちの魅力を広く内外に発信し産業を活性化させるとと

もに、創造性豊かな人材を育て、つないでいくため、創造都市さっぽろの

推進や、観光振興、イベントやコンベンションの誘致に重点的に取り組ん

でまいります。

　民間のシンクタンクが行った地域ブランド調査で、札幌は四度目の「魅

力的なまち」全国中一位に選ばれました。これほどのまちの魅力と誇りを

高め、誰もが豊かに暮らせる生活環境を次世代へ引き継ぐことが、私た

ちの責務です。私は、この責務を市民とともに考え、行動することで果た

すとともに、本年を「私たちがかつて経験したことのない高齢社会にお

ける真の豊かさを求めて挑戦する年」にしたいと考えております。

　どうか本年も、市民一人一人の皆さんのご理解とご協力を心からお願

い申し上げます。

札幌市長　上　田　文　雄
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　長年にわたり、本市の産業経済の進行発展に多大な貢献をされた方の功績を称え

る「札幌市産業経済功労者」の表彰式が、昨年12月15日（水）、札幌グランドホテル

で行われ、７名の方が受章されました。

　11月26日（金）には、市内商工業の振興を奨励するため、特に優良な工場、店舗、

協同組合、その従業員などを表彰する「札幌市優良工場等」表彰式が札幌パークホテ

ルで行われ、７団体14個人の方が受章されました。
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㈱ほくみん
代表取締役社長
㈳北海道観光土産品協会　
副会長

㈱丸ヨ池内
代表取締役社長
札幌商工会議所　常議員

池田食品㈱
代表取締役
札幌商工会議所　常議員

㈱協和機械製作所
代表取締役社長
札幌鉄工団地協同組合　
理事長

㈱フジ薬局
代表取締役
札幌市商店街振興組合連合会
常任理事
栄町中央商店街振興組合 理事長

堀江産業㈱
代表取締役
㈳日本建築ブロック・
エクステリア工事業協会　
北海道本部長

丸金浅野商事㈱
代表取締役社長
札幌卸商連盟　副会長
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　平成２２年１２月７日（火）、内閣総理大臣官邸大ホールにおいて、平成２２年度バリアフリー・ユ

ニバーサルデザイン推進功労者表彰式（第９回）が行われました。

　この表彰は、バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進について顕著な功績のあった者を顕彰

し、優れた取組を広く普及させることを目的としています。

　今回、札幌市の企業が内閣府特命担当大臣表彰優良賞を受賞しました。
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浅野正俊さん

いけうちかずまさ

池内和正さん

い け だ こ う じ

池田光司さん

はままつよしひろ

浜松義弘さん

ほり え た か てる

堀江孝照さん

ふじかおる

藤 薫さん

ふじえだやすのり

藤枝靖規さん

●工場の部（３件）　　　 
　

●店舗の部（３件）　　　 
　

　　　

●協同組合等の部（１件）  
　

●工場従業員の部（４名）　
　
　
　
　

●店舗従業員の部（４名）　
　
　
　
　

●組合等職員の部（２名）　
　
　

●技能指導者の部（４名）　
　

　　　 　
豊平製鋼㈱
福山醸造㈱
三浦印刷㈱
　　　 　

㈱カナリヤ
㈲フローラル創
㈲丸種下川原商店
 
北海道自動車処理協同組合
　
石川一三男さん
佐藤　真司さん
寺嶋　　恒さん
前　　政邦さん

加藤　　敏さん
新堂　　隆さん
古澤　良樹さん
堀井　章博さん
　
櫻庭　絹江さん
田中　　猛さん

加藤　芳彦さん
菊地　　隆さん
北見　征彦さん
馬醉木　仁さん

平成２２年度年頭所感

札幌市産業経済功労者
（７名）

札幌市優良工場等表彰者

平成２２年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰（第９回）

【内閣府特命担当大臣表彰優良賞】
株式会社 特殊衣料  北海道札幌市
（経済産業省推薦）

てんかんを抱える子ども、障害者等の頭部を守るヘルメットに代

わって、普通の帽子とほぼ外観が同じ頭部保護帽「アボネット」を

始め、福祉用具の開発、製造を行い、障がい者、高齢者等の日常生

活の質の向上に貢献。 アボネット シティアボネット シティ














